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3軸3Dプリンタ

サポート必要/等高線が出る/層間剥離する

多軸3Dプリンタ

サポート不要/綺麗な表面/強度強化

【背景】
一般的な3軸の3Dプリンタの欠点を解消するために、

多軸の3Dプリンタが考えられている。

多軸の3Dプリンタは、利点があるものの、高価な
ハードウェア(3Dプリンタ：鶏)と、高価なソフト
ウェア(スライサー：卵)が必要であり、「鶏が先か、
卵が先か」という問題が発生している。

【成果物】MAGE Printer(5軸3Dプリンタ)、MAGE Slicer(多軸対応汎用スライサー)、及び付帯ソフトウェア

【新規性・優位性】
・従来の3Dプリンタでは実現できなかった複雑形状の印刷を可能にした。（医療・バイオ分野での活用も期待される。）
・5軸3Dプリンタの組立・調整方法をまとめ書籍化し、研究用ハードウェアとして多軸3Dプリンタを安価に入手できるようにした。
これにより研究者の参入障壁となっていたコスト、スライサーの開発工数の課題が解消され、多軸3Dプリンタに関する
研究・開発の促進や新たな市場形成が期待される。

coreXY-BC方式の5軸3Dプリンタを開発し、
組立・調整方法を書籍として出版開始。

内容項目

幅:385mm、奥行：370mm、高さ：520mm外形サイズ

φ120mm造形ベッドサイズ

造形物の形状に依存造形サイズ

最大100℃造形ベッド温度

最大260℃ノズル温度

-100~100mmX軸可動範囲

-85~80mmY軸可動範囲

0~150mmZ軸可動範囲

-180~180degreesB軸可動範囲

無限回転C軸可動範囲

PLA検証済み材料
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MAGE Slicer(多軸対応汎用スライサー)

対象物を挟むNURBS曲面の対
を定義し、補間曲面を生成

対象物と補間曲面との交線を導出し、
座標・層間の間隔・法線ベクトルを算出

複数サブボリュームで、
複雑形状でもスライス可能

MAGE Interface(ポストプロセッサ)

座標 間隔 法線ベクトル

3Dプリンタの機構を
考慮したGコードに変換

MAGE Simulator(シミュレータ)
3Dプリンタ・造形物同士の衝突検出

MAGE Printer


